
応募者名：高知県

平成２３年２月

事業の名称：須崎都市計画道路事業

３・５・３号上分大谷線

実施都市名：須崎市

様式３



須崎市東部の多ノ郷地区では、桐間地区土地区画整理事業

 

や国道５６号須崎道路の整備が進み、新たな市街地が形成さ

 

れようとしている。しかし新市街地と旧国道５６号沿線の旧市街

 

地は、ＪＲ土讃線によって分断されてしまうため、旧市街地と一

 

体となった市街地の整備が大きな課題となっている。
こうした状況に対応するため、新市街地と旧市街地を連絡す

 

る道路の整備を行い、一体的でバランスの取れた市街地の発

 

展と近接する高速ＩＣや須崎港など広域交流拠点や物流拠点

 

へのアクセス性の向上を図ることを目的としている。

事 業 目 的

事業名称：須崎都市計画道路事業３・５・３号上分大谷線
路

 

線

 

名：都市計画道路３・５・３号上分大谷線
事業箇所：高知県須崎市西崎町～多ノ郷
事業延長：３６７ｍ
幅

 

員：１１．０ｍ～２０．０ｍ
事

 

業

 

費：１，９６８百万円
事業実施期間：平成１０年度～平成２１年度

本事業は、旧国道５６号の交差点を起点として、ＪＲ土讃線

 

を立体交差により横断し、事業中の土地区画整理事業区域

 

内を終点とする、延長３６７ｍの事業である。
ＪＲ土讃線を立体交差する跨線橋（かわうそ大橋：車道部１

 

７８．４ｍ、歩道部７３．９８ｍ）は、沿道住民などから組織する

 

ワークショップにより、地域の特色を活かした色やデザインを

 

採用している。

事 業 概 要



事 業 位 置 図

全体図（平面図・側面図・横断図）

須崎東I.C

須崎都市計画道路事業

上分大谷線

 

L=367m

多ノ郷駅

旧国道56号
(県道388号)

国道56号

須崎道路須崎市

須崎港

桐間土地区画整理事業

至 高知市

至 四万十市



「整備効果」
○かわうそ大橋の開通により、水越踏切に集中

していた自動車交通が半減し、通勤時間帯の
混雑が解消。また、踏切利用の歩行者・自転車
の安全性が向上。
踏切遮断滞留台数の減少
北側：

 

13→6台
南側：

 

19→7台
○旅行速度の向上により、高速ＩＣから医療機関
へのアクセス所要時間が短縮。

上り：

 

4:31→3：07 （約1分半短縮）
下り：

 

4：32→3：37 （約1分短縮）

「その他の事業効果」
○桁下空間を街づくりに活用。

沿道周辺商店街の駐車場として活用し、市街
地の活性化に寄与。

須崎都市計画道路事業３・５・３号上分大谷線の

 

整備効果アピール資料

○事業概要
事

 

業

 

名：須崎都市計画道路事業

３・５・３号上分大谷線
路

 

線

 

名：都市計画道路上分大谷線

事業箇所：須崎市西崎町～多ノ郷
事業延長：３６７ｍ
幅

 

員：１１ｍ～２０ｍ
総事業費：１，９６８百万円
事業期間：平成１０年度～平成２１年度

（供用開始日：平成２１年６月２３日）

○交通量調査結果
供用前

 

実測

 

平成２１年

 

６月１６日
供用後

 

実測

 

平成２１年

 

９月

 

８日
・交通量の推移
水越踏切

 

4,390→2,091台/12h
かわうそ大橋

 

3,458台/12h

【交通量調査】
■事前調査：平成21年6月16日(火)
＜調査時間：7:00～19:00＞

■事後調査：平成21年9月8日(火)
＜調査時間：7:00～19:00＞

凡例
：かわうそ大橋
：水越踏切

かわうそ大橋
（H21.6.23開通）

水越踏切

①断面

②断面

工業地へ

住宅地へ

事業区間延長

Ｌ＝３６７ｍ

事前調査時 事後調査時

事前調査時 事後調査時

【南
側
の
渋
滞
状
況
】

【
北
側
の
渋
滞
状
況
】

供用前は最大で１９台の
遮断滞留が発生

【水越踏切の遮断状況の変化】

踏切の遮断による滞留が
大幅に減少！

踏切を先頭に７台以上が滞留し、
県道３１４号まで影響

踏切遮断による滞留が大幅減少

ＪＲを横断する自動車交通量の変化
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かわうそ大橋
水越踏切

【「かわうそ大橋」開通による交通量の変化】

朝の通勤時間帯に混雑する
水越踏切北側の交差点

踏切を横断する
自動車が半減！

かわうそ大橋を
多くの車が利用

車の減った水越踏切
を通過する自転車

事前調査時 事後調査時

周辺の自動車交通量の変化
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南北を結ぶかわうそ大橋の開通に
より旅行速度が向上したことで、ＪＲ
を横断する自動車交通が約１,000
台増加しています。

至須崎東ＩＣ

医療機関



事 業 前 写 真

平成１１年１０月撮影（起点側）

平成１７年１０月撮影（終点側から起点を望む）

須崎都市計画道路事業
3・5・3号上分大谷線

水越踏切

 

（供用前） 水越踏切

 

（供用前）

事業延長L=367m



事 業 後 写 真

平成２３年１月撮影（起点側） 平成２３年１月撮影（終点側）

平成２３年１月撮影

水越踏切

 

（供用開始後）平成２３年１月撮影（歩道橋）
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